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いよいよ来年からは、オリンピック出場に繋がる
ポイントを積み上げるレースが始まります。
注目選手に今年の振り返りと、宮崎大会への抱負、
今後への意気込みについて語っていただきました。
11月4日（土）に行われるITUワールドカップ最終戦の宮崎大会は、
ライブストリーミングを実施します。
会場へ観戦に来られない方も、パソコンやスマートフォンから、ぜひお楽しみください。 
https://www.youtube.com/watch?v=rZeSPUf3KhU&feature=youtu.be

今シーズン最終戦！
ワールドカップ宮崎大会に
大きな声援を
東京オリンピックへ
弾みをつけたい一戦



　今年は世界トライアスロンシリー
ズ（WTS）表彰台の常連選手になる
ことを目標にシーズンインし、WTS
アブダビ大会5位、WTSゴールド
コースト大会8位、WTSリーズ大
会5位と順調に戦いを進めました。
しかし7月上旬、バイク練習中に鎖
骨骨折を負ってしまいました。そ
の後、完全復活を目標にリハビリに
打ち込み、“挑戦の日々”を過ごし
たことで以前より精神的にタフに
なりました。
　成績面では目標に到達すること
ができませんでしたが、初めての骨
折を経験し、回復を目指すなかで自
分の身体を別の角度から見て、感じ
て、知り、新しい強化ポイントを発見
することができました。「骨は折れ
ても心は折れていない!」という思

いをさらなる進化に繋げていく、学
びのシーズンにできたと思います。
　日本選手権を迎えるまでは、勝
つことを目標に思いつく限りのリ
ハビリと練習を積み、勝てる可能性
を感じながら戦いに挑みました。
レースでは、攻めたい思いとは裏
腹にパフォーマンスが発揮できな
いもどかしさを感じながら、「復活
への道のりはこの先に続いている」
と、完全復活への挑戦に闘志が湧き
ました。
　日本選手権で得た「悔しさ」と「復
活への思い」を力に変えて、現在は
競技力を取り戻すべく練習に励ん
でいます。ワールドカップ（WC）
宮崎大会では、2連覇を達成して骨
折からの完全復活をしたいと思い
ます。自国開催のWCを盛り上げ

られるよう、最善を尽くしていきま
す。
　また今年のオフは、来シーズンを
タフに戦い抜けるように、土台を再
構築していく予定です。プライベー
トでは、最近マイブームになってい
る新日本プロレスの試合を生で観
戦しにいきたいと思っています。
　今年は、骨折をしたことで多くの
方にご心配をおかけしました。日
本選手権では「藍ちゃん頑張れ!」
と多くの声援をおくっていただき、
とても嬉しく、心に沁みました。す
べての経験を力に変えて、2020年
の東京オリンピックの表彰台で皆さ
まと喜びを分かち合えるように努
力を継続していきます。引き続き、
応援をよろしくお願いいたします。
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トップ・インタビュー

すべての経験を力に変えて
上田藍
ペリエ・グリーンタワー・ブリヂストン・
稲毛インター／千葉
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ITU 世界トライアスロンシリーズ（2017/ リーズ）5 位
ITU トライアスロンワールドカップ（2017/ トンヨン）2 位
ITU トライアスロンワールドカップ（2017/ ケープタウン）3 位
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　今シーズンは、WTSのレースで
安定して8位以内に入ることを目
標にしてシーズンを戦いました。
しかし実際のレースでは、こうした
いと思うレース展開や、レースでの
目標を達成できず、思うようにはい
きませんでした。スイムを含めバ
イク、ランでも新たな課題が明確と
なったシーズンでした。
　日本選手権で優勝できたのは、こ
れまでコツコツと積み上げたスキル
面の成果が現れたからだと思いま
す。いつかどこかのレースで繋が
ると信じて徹底的なフォーム改善

を図り、トレーニングを重ねてきた
日々すべてが勝因になったと思い
ます。
　WC宮崎大会は自国開催となる
WCなので、スイムから積極的に進
め、ベストな形で今年を締めくくり
たいと思います。
　今年のオフシーズンのトレーニン
グは、クロスカントリーコースでラ
ンの強化を行います。そして、3種
目に繋がるさまざまなトレーニン
グ方法、マウンテンバイクやクロスカ
ントリースキーなどの練習も取り
入れ、これまでとは違った方向から

の強化の進め方も積極的に図って
いきます。
　応援してくれているファンの皆
さんには、いつも温かいご支援をい
ただいて感謝の気持ちでいっぱい
です。日々強い気持ちでトライアス
ロンと向き合い、いつも楽しく練習
に取り組めていることは、皆さんの
温かい支えが私の後押しとなって
いるからにほかなりません。メダ
ル獲得という目標に向けて、これか
らも頑張ります。
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トップ・インタビュー

練習の成果が
日本選手権優勝に
佐藤優香
トーシンパートナーズ、
NTT 東日本・NTT 西日本、チームケンズ／山梨

ITU 世界トライアスロンシリーズ（2017/ エドモントン）8 位
ITU トライアスロンワールドカップ（2017/ カリアリ）5 位
第 23 回日本トライアスロン選手権（2017/ 東京・台場）優勝



わくわくするようなレースを
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トップ・インタビュー

　今年からアメリカ・カリフォル
ニア州サンディエゴを拠点とする
The Triathlon Squadと い うイン
ターナショナルチームで活動を始
め、環境を変えてシーズンをスター
トしました。そのような中、思うよ
うにいったこともいかなかったこ
とも含めてすべてが今後に繋がる
貴重な経験となりました。充実し
た時間を過ごすことができ、シー
ズンを通してコンスタントに練習と
レースを行い、確実にステップアッ
プできたと思います。
　日本選手権では、スイムは安定し
て自分のパフォーマンスが出せま

した。バイクでもっと積極的なレー
スができたら良かったのですが、雨
のコンディションに慎重になり過
ぎてしまいました。ランでは思う
ような走りができずに、悔しい結果
に終わりました。
　WC宮崎大会は、昨年に続き2回
目の出場となりますが、自国開催の
WC、そして2017年シーズン最終
戦となるので、今シーズンの集大成
として最後まで粘るレースをした
いと思います。大好きな宮崎の地
で、表彰台に上がります。
　今年のオフは、11月は日本で過
ごし、12月からまたサンディエゴに

戻り、チームでの練習を再開しま
す。日本にいられる時間が少ない
ので、11月は日本を満喫したいと
思っています。
　いつも沢山の応援をありがとう
ございます。年々会場に応援に駆
けつけてくださる方が増えている
ことをとても嬉しく、幸せに思って
います。まだまだ未熟ですが、日本
を代表する選手として、わくわくす
るようなレースができるように頑
張るので、今後ともどうぞよろしく
お願いいたします!

高橋侑子
富士通／東京
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ITU 世界トライアスロンシリーズ（2017/ ストックホルム）5 位
ITU トライアスロンワールドカップ（2017/ ウエルバ）4 位
ASTC アジアトライアスロン選手権（2017/ パレンバン）優勝
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　今年はジャパンランキングを連覇
し、アジア選手権で初優勝でき、目
標のうち二つを達成できたといえ
ます。また、主戦場を今年はあえて
WCとしましたが、4位、7位、11位
が2回と、狙い通りにポイントを獲
得することができました。ただ、
WTSで16位以内という目標のみ、
達成することができませんでした。
　今シーズンこれまで19レースに
出場しましたが、良かった点も悪
かった点も踏まえて、来年に繋がる
シーズンとなったと思います。
　日本選手権では、現状のベストは
尽くせたレースでした。もちろん、

優勝のみを目指していたので結果
だけを見ると悔しいですが、日本選
手権に至るまでの流れやコンディ
ションなどを考慮すると、最善を尽
くせたレースでしたので、悔いはあ
りません。やはり、田山選手の11
勝目は、あっぱれとしか言いようが
ありません。
　今年のオフは、来年から始まる
2020年の東京オリンピックに繋
がっていくランキングでしっかり戦
うための準備に120％力を注ぎま
す。厳しい戦いが予想されるので、
自身の課題であるランのトレーニン
グを重点的に行いたいと思ってい

ます。そのためにも、今シーズン約
10カ月にわたるハードスケジュー
ルのなかで戦ってきた自身の身体
を労ってあげたいと思います。
　東京オリンピックまで3年を切
りました。まだまだやるべきこと
は山積みで、このままではせっかく
の自国開催のオリンピックも出場
するだけで終わってしまいます。
そうならないためにも、常に目標
を見据えて、今自分がやるべきこ
とを見極め、主体性を持って競技
に打ち込んでいきます。引き続き
ご声援のほど、よろしくお願いい
たします。
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トップ・インタビュー

オフには 120％の準備を
古谷純平
三井住友海上／東京

ITU トライアスロンワールドカップ（2017/ ユカタン）4 位
ASTC アジアトライアスロン選手権（2017/ パレンバン）優勝
ASTC トライアスロンアジアカップ（2017/ 高松）優勝



まだいける !　
という気持ちが強く
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　今シーズンは、目標に対して最高
の結果を得ることはできなかった
ので、全体としては70点の出来か
なと思います。レース結果よりも
2020年の東京オリンピックに向け
ての土台づくりに重きを置いてき
た1年でもありました。活動環境
や練習内容、チームづくりなどがそ
れで、今後の準備をしていく1年間
でした。久しぶりに各国を転戦する
連戦にも挑戦して、まだまだいける!
という気持ちが強くなりました。
　日本選手権では、もちろん優勝を
目指して戦いましたが2位でした。

結果は残念でしたが、世界をともに
転戦させてもらった田山選手の最
後のエリートレース優勝を嬉しく
思っている自分がいます。でも、田
山選手への思いは結果論として心
のなかにあるものなので、もちろ
んレース中に自分が負けて良いと
思った瞬間は1秒もありませんで
した。
　WC宮崎大会は、今年の最終戦と
なりますので、ぜひ優勝!　といき
たいですね。
　長期計画したトレーニングが組
めるオフシーズンは、本格的な強化

ができる一番大事な時期です。今
年のオフはレースを予定していな
いので、強化に専念して来シーズ
ンの飛躍を狙います。プライベー
トでは、家族との時間を大切にしま
す。子供たちと遊ぶ時間もつくり
たいと思っています。
　いつも熱いご声援と心強いサ
ポートに感謝しています。東京オ
リンピックではトライアスロンが飛
躍的に注目されるスポーツとなれ
るよう、目標達成に向けて選手とい
う役割をまっとうします。今後と
も、応援をよろしくお願いします!

細田雄一
博慈会／東京
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NTT ASTC トライアスロンアジアカップ（2017/ 高松）2 位
NTT ASTC トライアスロンアジアカップ（2017/ 村上）3 位
第 23 回日本トライアスロン選手権（2017/ 東京・台場）2 位
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　今年の4月から三井住友海上の
所属となり、昨年に比べてレースの
数、合宿、海外遠征が多く、タフなス
ケジュールのなかで1年間戦い抜
くことを目標に取り組んできまし
た。いまのところ大きな故障や体
調不良もなくしっかり戦い抜けて
おりますので、気を抜かずに引き続
き、WCトンヨン大会とWC宮崎大
会に向けてしっかり戦っていきた
いと思います。
　日本選手権での3位表彰台は嬉
しかったです。しかし、田山選手が
この日本選手権を機に第一線から
退かれるとのことで、本気の田山選
手と勝負できるのはこれがラスト
チャンスだと思っていました。そ

の田山選手に勝っての優勝を狙っ
ていただけに、ランの中盤で離され
たうえに細田選手にも抜かれてし
まい、ラストも粘り切れずとても悔
しい結果でした。
　WC宮崎大会は今シーズンの最
終戦で、私にとって相性の良い大会
だと位置づけています。昨年は11
位で、今シーズンのWCでまだ11
位以内の成績を出せていないので、
スイムから積極的に上位で展開し、
集団の位置も前方で展開しランで
しっかり力を発揮し、8位以内を目
標に取り組みます。
　オフのトレーニングについては、
バイクのパフォーマンスの向上とそ
の後のランに繋げられるよう、脚筋

力強化に務めていきたいと思って
います。プライベートでは、なるべ
く一人で過ごす時間をつくって、心
身ともに休めたいなと思っていま
す。
　いつも熱いご声援をいただいて、
本当にありがとうございます。今
シーズンは世界の舞台へ立たせて
いただき、まだ成績が上位に上がれ
てないのが現状ですが、私の夢で
ある日本のトライアスロンの発展と
日本でトライアスロンをメジャース
ポーツにすることを達成するため
に、これからも努力してまいります
ので、引き続き熱いご声援をよろし
くお願いいたします。
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宮崎では 8 位以内を狙う
小田倉真
三井住友海上／東京

第 23 回日本トライアスロン選手権（2017/ 東京・台場）3 位
NTT ASTC トライアスロンアジアカップ（2017/ 大阪城）2 位
ASTC アジアトライアスロン選手権（2017/ パレンバン）2 位




